
８．広域的なまちづくりについて 

  ８－１．広域的なまちづくり推進のために必要な取り組み 
◆ 広域的なまちづくりを進めるために「福祉や医療等で事務の共同処理、広域的な結びつきの

強化が必要」とする人が６割を占める 

   問23．あなたは、今後、広域的なまちづくりを進めるために、どのような取り組みが必要だ

と思いますか。（○は１つだけ） 

 
【図８－１ 広域的なまちづくり推進のために必要な取り組み】 
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 今後、広域的なまちづくりを進めるために必要な取り組みについては、「福祉や医療等で事務の

共同処理、広域的な結びつきの強化が必要」とする人が 60.7％と過半数を占めている。一方、「今

まで通りでよい」は 12.5％となっている。（図８－１） 

 

 性・年代別にみると、男女とも、いずれの年代においても「福祉や医療等で事務の共同処理、

広域的な結びつきの強化が必要」が４割から７割を占め、男女とも 40 歳代の割合（男性：67.0％、

女性：71.0％）が最も高くなっている。なお、「近隣市町との合併を進めていくことが必要である」

の割合は、各年代とも男性の方が女性より高くなっている。（図８－１－１①） 

 居住地区別にみると、いずれの地区においても「福祉や医療等で事務の共同処理、広域的な結

びつきの強化が必要」が最も多く、平岡、浜の宮地区で約 65％と最も高くなっている。一方、「今

まで通りでよい」の割合は、両荘地区で 16.2％と最も高くなっている。（図８－１－１②） 
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【図８－１－１  性・年代別、居住地区別  広域的なまちづくり推進のために必要な取り組み】 
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男性　20歳代(N=79)

　　　30歳代(N=106)

　　　40歳代(N=106)

　　　50歳代(N=176)

　　　60歳代(N=162)

　　　70歳以上(N=121)

女性　20歳代(N=148)

　　　30歳代(N=187)

　　　40歳代(N=186)

　　　50歳代(N=259)

　　　60歳代(N=167)

　　　70歳以上(N=116)
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